
（３）個別の教育支援計画と個別の指導計画

 通級指導を行う際、重要になってくるのが、個別の教育支援計画と個別の指導計画です。見たこ

とや聞いたことがあるのではないでしょうか。どちらも、平成 29 年改訂の学習指導要領において、

作成と活用をすることが示され、特に、通級指導においては指導を受ける子供ごとに作成し、活用

しなければならないものとなっています。 

 様式や作成手順については、自治体や学校によってさまざまですが、ここでは、二つの計画が何

のために作られ、どのように活用されるものなのか、その意義と役割について確認しましょう。ど

ちらも、子供一人一人に対して作成するものです。それぞれの違いをしっかり踏まえて、作成・活

用するようにしてください。 

 個別の教育支援計画と個別の指導計画について、学習指導要領解説「総則編」では、以下のよう

に説明しています。 

個別の教育支援計画 個別の指導計画 

 平成 15 年度から実施された障害者基本計画

においては、教育、医療、福祉、労働等の関係機

関が連携・協力を図り、障害のある児童の生涯に

わたる継続的な支援体制を整え、それぞれの年代

における児童の望ましい成長を促すため、個別の

支援計画を作成することが示された。この個別の

支援計画のうち、幼児児童生徒に対して、教育機

関が中心となって作成するものを、個別の教育支

援計画という。 

個別の指導計画は、個々の児童の実態に応じて

適切な指導を行うために学校で作成されるもの

である。個別の指導計画は、教育課程を具体化し、

障害のある児童など一人一人の指導目標、指導内

容及び指導方法を明確にして、きめ細やかに指導

するために作成するものである。 

参照 

▸特別支援学校学習指導要領解説「総則編」（P.455～）

それぞれについて見ていきましょう。 

① 個別の教育支援計画

願い、障害による困難な状況、支援の内容、生育歴、相談歴など、子供に関する事項について、

本人・保護者も含めた関係者で情報共有するためのツールです。 

作成するメリットはなんだろう。 

 例えば、小学校２年生の B さんを通級指導で担当する場合を考えましょう。通級担当として、今

（小学校２年生）の Bさんの様子を観察することができます。しかし、当然ながら、それが Bさん

の全てではありません。具体的には、B さんは通級指導以外の時間、学校では在籍学級で過ごしま

すし、放課後や休日になると放課後等デイサービスを利用し、家に帰れば家族と過ごします。また、

月に１回通院をしています。つまり、学校以外にも多くの人や機関が Bさんに関わっています。 

（➡放課後等デイサービスについては、実践例 14）

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/02/04/1399950_3.pdf
https://www.mext.go.jp/tsukyu-guide/chapter3/practice14.html


 加えて、生まれてから小学校１年生まで過去の様々な経験や支援を経て、今の B さんがあるので

す。また、小学校２年生を過ごした後も、小学校３年生、小学校を卒業して中学校、高校、大学、

社会人・・・と、B さんの人生は続いていきます。各ライフステージにおいて、様々な人や機関が

関わることになります。 

 B さんに対する通級指導の内容を検討する際には、B さんのこれまでの生育過程や学習内容など

を踏まえ、保護者や関係機関（者）を含んだ複数の視点から、今の B さんを把握した上で、将来の

自立を見据えた長期的な視点をもって検討することが大切になります。その際の大事な検討材料の

一つが、個別の教育支援計画です。 

 

※ B さんの例とは違い、小学校や中学校に入ってから作成する場合もあります。その場合も同様に、

情報共有や引継ぎを確実に行うことが大切です。 

 

個別の教育支援計画を活用すると・・・ 

・ 学校内だけでなく、保護者や関係機関（者）とも B さんの多面的・多角的な情報を共有すること

ができます。 

・ 情報がしっかりと蓄積され、関係者で共有できるので、B さんの将来を見据えた支援についてよ

りよく考えていくことができます。 

※ 福祉分野においても個別の支援計画（障害児支援利用計画（またはサービス等利用計画））が作

成されています。切れ目のない支援の観点から、支援の目標や方法等の情報共有は大切です。 

 

個別の教育支援計画に記載される内容（例） 

・ B さんが、どんな環境で育ってきたのか（困難さの気付きの時期、これまでの支援内容など） 

・ B さんは、何が得意で何が好きなのか 

・ B さんや Bさんの保護者は、将来に向けてどんな願いをもっているのか など 



 

※ 個別の教育支援計画は、個別の指導計画を作成する（指導内容及び指導方法を決める）際の材料

となります。 

※ 通級指導の利用や指導内容及び指導方法の検討に際しては、医学的な診断や手帳の有無のみにと

らわれることのないように留意し、総合的な見地から判断する必要があります。 

 

② 個別の指導計画 

 子供の実態に応じて適切な指導を行えるよう、一人一人の指導目標、指導内容及び指導方法を

明確にしたものです。 

 

作成するメリットはなんだろう。 

 具体的な指導内容及び指導方法の検討に際しては、B さんの課題を整理し、通級指導で取り組む

内容を明確にする必要があります。特に、決まった教科書や教材がなく、一人一人の状況に応じた

指導を行う通級指導においては、今の B さんの学習状況を把握する上で、課題や指導目標、指導内

容、指導方法、指導の結果などについて記載されている個別の指導計画が大変重要になります。一

貫した支援の観点に立てば、B さんの実態や、B さん及び B さんの保護者の願いを踏まえた指導内

容とする必要があります。 

 

 

 

 

 



個別の指導計画を活用すると・・・ 

 個別の指導計画には、課題、指導目標、指導内容、指導方法、指導の結果などが、整理されて明

示されています。在籍学級担任、教科担当や引き継いだ次の担当にも、指導の経過が把握でき、B

さんに対する計画的・継続的な指導が可能になります。 

 そのためにも、個別の指導計画は、子供の指導に関わる人全てが読んで分かるように記載する必

要があります。 

 

個別の指導計画に記載される内容（例） 

 B さんの生活上、学習上の課題、指導目標及び指導計画（年間、学期、単元）、指導内容、指導方

法、在籍学級において必要な支援、取り組んだ結果、何ができたのか、何ができなかったのか、今

後の課題などが記載されています。  （➡実践例 4） 

 

参照：実態把握から具体的な指導内容を設定するまでの流れについて 

▸特別支援学校学習指導要領解説「自立活動編」（P.128～） 

 

・・・・・・個別の教育支援計画及び個別の指導計画の作成に当たって・・・・・・ 

 個別の教育支援計画については、学校が中心となって、B さん及び B さんの保護者の願いを踏ま

えつつ、B さんの将来を見据えた長期的な視点に立ち、関係者（機関）による複数の視点で作成さ

れることが大切です。関係者と必要な情報を共有しながら作成することで、それぞれの役割の明確

化にもつながります。 

 

参照：個別の教育支援計画の作成について 

▸「学校教育法施行規則の一部を改正する省令の施行について（通知）」（文部科学省） 

 

 個別の指導計画については、学校生活において、B さんがほとんどの時間を在籍学級で過ごして

いることを踏まえ、通級担当と在籍学級担任や教科担当、あるいは他校通級であれば、Bさんの在 

籍校と通級指導の設置校の連携の下で作成されるように工夫することが望まれます。  

 これらの計画作成後、実施状況を適宜評価し、改善を図っていくことが不可欠である点は、どち

らの計画にも共通しています。指導や支援の実践に際しては、計画（Plan）－実践（Do）－評価

（Check）－改善（Action）の PDCA サイクルによる見直しを行いながら、適切な指導や必要な

支援を進めていくことが大切になります。 
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